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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用して、 新し く  
WebLogic Platform ド メ インを作成する方法について説明します。 主な内容は、

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードについてですが、 ド メ インをコンフ ィ グ

レーシ ョ ンするためのツールや、 作業についても説明しています。

マニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードについて」 では、 WebLogic 
Platform ド メ イン作成についてのコンセプ ト と、 作成前に必要な作業につい

て説明します。

� 第 2 章 「新しい WebLogic ド メ インの作成」 では、新し く  WebLogic Platform 
ド メ インを作成する方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Platform 環境で、 ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ

ンするシステム管理者およびアプリ ケーシ ョ ン開発者を対象にしています。 この

ため、 読者は、 WebLogic Server および WebLogic ド メ インのコンセプ トに熟知

しているこ とが前提となっています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA ホーム 
ページから  [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 直接 「e-docs」 の製品マ

ニュアル ページ (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html) に移動して ください。
コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方 v



このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用して、Web ブラウザから こ
のマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、WebLogic Platform の Web サイ ト で入手できます。
また、 ドキュ メ ン ト  CD にも収録されています。PDF 版は Adobe Acrobat Reader 
で開いて ください。 マニュアル全体または一部をブッ ク形式で印刷できます。

PDF を表示するには、 WebLogic Platform ドキュ メ ン トのホーム  ページを開き、
[PDF files] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちでない場合、 Adobe Web サイ ト  
(http://www.adobe.co.jp/) から無償で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ トでは、 WebLogic Platform の全マニュアルを提供しています。
ド メ インについて理解し、 コンフ ィグレーシ ョ ンや管理を行う ためには、 次の 
WebLogic Platform マニュアルが有用です。

� 『WebLogic Platform のインス トール』

� 『WebLogic Server ド メ イン管理』

� 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』

�  『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』

サポート情報

BEA のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
ドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。
vi コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方



電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ

びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Platform について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic 
Platform のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport 
(www.bea.com) を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。 カ
スタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されているカ
スタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 説明

〔Ctrl〕 + 〔Tab〕 2 つ以上のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。
コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方 vii



等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造とそ
のメンバー、 データ型、 ディ レク ト リ、 ファ イル名とその拡張

子を示す。 また、 キーボードから入力するテキス ト も示す。

例 :

import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例 :

String CustomerName;

すべて大文字の

テキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 { } 自体は、 入力しない。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 [ ] 自体は、 入力しない。

例 :

java.utils.MultiCastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send] 

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 | 自体は、 入力しない。
java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
     password {application} {source}

表記法 説明
viii コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方



... コマンド  ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

... 自体は、 入力しない。

例 :

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
垂直の省略記号自体は、 入力しない。

表記法 説明
コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方 ix
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1 コンフ ィグレーション ウィザード
について

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用する と、 独自の WebLogic Platform 
ド メ インを作成できます。 スタンドアロン  サーバ、 管理対象サーバを持つ管理
サーバ、 ク ラスタ化されたサーバなどのド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンするた

めには、 このツールを使用します。 

以下の節では、 ド メ インを作成する前に知っておくべきコンセプ ト と、 必要な作

業について説明します。

� WebLogic ド メ イン とは ?

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで何が作成されるか ?

� WebLogic ド メ イン作成前の作業

� 新しいド メ イン作成の手順

WebLogic ド メインとは ?

WebLogic Server の基本管理単位は、 ド メ インです。 ド メ イン とは、 WebLogic 
Server リ ソースが相互に関連付けられたもので、 1 つの単位と して管理されま
す。 1 つのド メ インには、 1 つ以上の WebLogic Server インスタンスがあ り、
WebLogic Server ク ラスタが含まれている場合もあ り ます。 ク ラスタ とは、 高い
スケーラビ リ テ ィ とアプ リ ケーシ ョ ンの可用性を提供するために、共に動作する  
WebLogic Server のグループです。

各ド メ インの WebLogic Server インスタンスの 1 つは、 管理サーバと してコン
フ ィグレーシ ョ ンされます。 WebLogic ド メ インでは、 この管理サーバが管理の
中心とな り ます。 ド メ インの管理サーバ以外のすべての WebLogic Server インス
コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方 1-1



1 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウィザードについて
タンスは、 管理対象サーバと呼ばれます。 ド メ インに 1 つの WebLogic Server イ
ンスタンスしかない場合は、 このサーバが、 管理サーバと しても、 管理対象サー

バと しても機能します。

ド メ インのコンテンツ、 機能、 コンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 次の 
URL の 『WebLogic Server ド メ イン管理』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin_domain/index.html

ド メインの一般的なタイプ

ド メ インの一般的なコンフ ィグレーシ ョ ンは、 以下のとおりです。

� 管理対象サーバを持つド メ イン : 最も簡単なプロダクシ ョ ン環境は、 Web ア
プ リ ケーシ ョ ンをホス トする何台かの管理対象サーバと、 管理作業を行う管

理サーバ (1 台 ) を配置したものです。

� 管理対象サーバおよびクラスタを持つド メ イン : プロダクシ ョ ン環境で、 パ

フォーマンス、 スループッ ト 、 Web アプリ ケーシ ョ ンの可用性を向上させる

には、 管理対象サーバの一部をク ラスタ と して設定します。 この場合、 ド メ

インは、 アプ リ ケーシ ョ ンをホス トする  1 つ以上のク ラスタ、 管理対象サー

バ ( 必要に応じて )、 管理作業を行う管理サーバで構成されます。

� スタンドアロン サーバのド メ イン : 開発またはテスト 環境では、他の管理対象
サーバと は独立に、 単一のアプリ ケーショ ン  サーバを配置する場合があり ま
す。 この場合は、 ド メ インを単一の管理サーバで構成し、 このサーバにテス

ト または開発する  Web アプリ ケーショ ンを保存します。 WebLogic Server で
インスト ール可能なド メ イ ンの 「例」 は、 スタンド アロン  ド メ インの例です。

注意 : プロダクシ ョ ン環境では、 アプ リ ケーシ ョ ンは管理対象サーバにデプロ
イし、 管理サーバは管理作業にのみ使用するこ と をお勧めします。

WebLogic ド メイン作成のためのツール

ド メ インの作成は、 WebLogic Platform 環境の基礎です。 WebLogic ド メ インを
作成および管理するためのさまざまなツールと作業手順が準備されています。 次

の節では、 ド メ インを作成および管理する際に使用する さまざまなツールの概要
と役割について説明します。 
1-2 コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方



WebLogic ド メ インとは ?
コンフ ィグレーショ ン ウィザード

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ンされ
たド メ イン テンプレー ト を使用し、 目的の環境に合わせてド メ インを作成する
ための独立したツールです。 テンプレートは、 1-2 ページの 「ド メ インの一般的
なタイプ」 で説明される基本的なド メ インのタイプに対応しています。 [ コン
フ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 サーバに対してド メ インのレイアウ ト を記述
する  config.xml ファ イルの作成など、 ド メ インに適切なディ レク ト リ構造およ
びスク リプ ト も インス トールします。 

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 グラフ ィカル ユーザ インタフェース 
(graphical user interface: GUI) とテキス トベースのコマンド ラ イン オプシ ョ ンの
両方で使用できます。 また、 カスタム  インス トールの途中でも、 インス トール
が終了した後でも起動できます。

注意 : [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用する と、 新しいド メ インを作
成した り、 管理対象サーバを追加する こ とによって、 既存のド メ インを

拡張できます。 WebLogic Server の前のバージ ョ ンから  WebLogic 
Platform への移行、 および既存ド メ インの変更についてはサポート して
いません。

WebLogic Administration Console

WebLogic Administration Console の機能の 1 つと して、[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] 
ウ ィザードを使用して作成したド メ インの拡張があ り ます。 Administration 
Console を使用する と、 ネッ ト ワークの定義およびデータベース接続の定義を含
むよ うにド メ インの定義を拡張した り、 ド メ インの状態を管理、 監視するこ とが

できます。 WebLogic Administration Console を使用して、 既存のド メ インを変更
する こ と もできます。

WebLogic Administration Console の詳細については、 次の URL の
『Administration Console オンラ イン ヘルプ』 を参照して ください。 

 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.html
コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方 1-3



1 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウィザードについて
WebLogic Integration データベース ウィザード

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードおよび WebLogic Administration Console の
使用後、 [ データベース ] ウ ィザードを用いて、 WebLogic Integration コンポーネ
ン ト を使用するデータベースの接続をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 [ データ
ベース ] ウ ィザードの詳細については、 次の URL の 『WebLogic Integration の起
動、 停止およびカスタマイズ』 を参照して ください。

 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/config/index.htm

コンフ ィグレーショ ン ウィザードで何が作
成されるか ?

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードの指示に従って入力する と、 ド メ インのレ
イアウ トや、 追加したサーバについての基本的なネッ ト ワーク  コンフ ィ グレー
シ ョ ンが記述された新しい config.xml ファ イルが作成されます。 config.xml 
ファ イルおよび生成されたすべてのコンポーネン トは、 指定される ド メ イン  サ
ブディ レ ク ト リに保存されます。

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用する と、 config.xml ファ イルを作
成するほかにも、 サーバの起動スク リプ ト、 アプ リ ケーシ ョ ン サブディ レク ト
リ など、 新しいド メ イン とそのサーバを起動して使用するためのファ イルやディ

レク ト リ を作成できます。 スク リプ トには、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザー
ドで入力された値が設定されます。

注意 : ド メ イン ディ レク ト リは、 システム上の任意の場所に作成できます。 た
とえば、 リ フ ァレンスをデフォル ト の場所に置き、 DOMAIN_HOME と して
参照する こ とができます。 

DOMAIN_HOME は、 BEA_HOME/user_projects/domain を表します。 こ こで、

BEA_HOME は、 WebLogic Platform がインス トールされた BEA ホーム 
ディ レク ト リ を示し、 デフォル トでは c:\bea です。

user_projects は、 ド メ インのディ レク ト リの場所を表します。

domain は、 ド メ イン ディ レク ト リの名前です。 
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コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードで何が作成されるか ?
次の表は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードによって、 新しいド メ インにイ
ンス トールされる基本的なディ レ ク ト リおよびファ イルを示します。 選択するテ

ンプレートおよび作成される ド メ インのタイプによっては、 ド メ イン  ディ レク
ト リに、 下記以外のファ イルがインス トールされる場合もあ り ます。

コンポーネント 機能

/applications ド メ インのサーバ用にデフォル トの Web アプ
リケーシ ョ ンを保存する。 

注意 : WebLogic Server Pet Store アプ リ ケー
シ ョ ンのよ うに、 コンポーネン ト例を

含むテンプレー ト を選択した場合は、

サンプル アプリ ケーシ ョ ンも  
applications サブディレ ク ト リにコ
ピーされる。

/logs ド メ インのサーバ用ログ ファ イルを保存する。

/dbInfo データベースを作成および初期化する と きに

使用するデータベース固有の情報。

次のサブディレ ク ト リ を含む (サポートする
データベースに対応 )。

� oracle: Oracle Server データベース

� pointbase: PointBase データベース

� mssql: Microsoft SQL Server データベース

各データベース  ディ レク ト リ内には、 次の

ファイルが定義される。

� setDBVars コマンド : ド メ インの基本デー
タベース変数

� setDBVarsExt コマンド : ド メ インの拡張
データベース変数

setEnv.cmd、 setEnv.sh ド メ イン  サーバの環境変数を設定する。

setExamplesEnv.cmd、
setExamplesEnv.sh

WebLogic Server のサンプル アプリ ケーシ ョ ン

を含むド メ インの環境変数を設定する。
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウィザードについて
WebLogic ド メイン作成前の作業

WebLogic Server マニュアルに書かれた WebLogic ド メ インのコンセプ ト と手順
を確認して ください。 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用して新しいド
メ インを作成する前に、 次の作業を行います。

� 使用するコンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザード  テンプレー トの決定

startWebLogic.cmd、
startWebLogic.sh

カスタム  ド メ インの管理サーバを起動する。

stopWebLogic.cmd、
stopWebLogic.sh

カスタム  ド メ インの管理サーバを起動する。

startManagedWebLogic.cmd、
startManagedWebLogic.sh

カスタム  ド メ インの管理対象サーバを起動

する。

startExamplesServer.cmd、
startExamplesServer.sh

WebLogic Server のサンプル アプ リケーシ ョ ン

をホス トするサーバを起動する。

startPetStore.cmd、
startPetStore.sh

Pet Store のサンプル アプ リケーシ ョ ンをホス

トするサーバを起動する。

demokey.pem、 democert.pem ド メ インのサーバ用にサンプル SSL プロ ト コ

ルを提供する。

installService.cmd、
uninstallService.cmd

Windows サービス と して、 ド メ インのサーバ

をインス トールまたはアンインス トールする。 

installService.cmd ス ク リプ トは、

installSvc.cmd を呼び出し、 Windows のシ

ステムが起動されるたびにサービスを開始で

きる よ うに、 Windows レジス ト リにサービス

のエン ト リ を作成する。 

Windows スター ト  メ ニュー項目 Windows 環境で、 ド メ イン サーバを [ スター

ト ] メニューから起動できるよ うにする。

コンポーネント 機能
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WebLogic ド メ イン作成前の作業
� ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンの決定

� サーバ名およびリ スン  アド レスの決定

使用するコンフ ィグレーション ウィザード  テンプ
レートの決定

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードには、 WebLogic ド メ インを作成するため
のド メ イン テンプレー トが必要です。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードのテ
ンプレートは、 カスタム  ド メ インを新し く作成するために必要なファ イルおよ
びスク リプ ト を集めた  Java ARchive ファ イル (JAR ファ イル ) です。 WebLogic 
Platform では、 製品の一部と して、 あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ンされたド メ
イン テンプレートがインス トールされます。 あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ン
されたこれらのテンプレー トは、 WebLogic Platform がインス トールされたディ
レク ト リ  (デフォル トでは weblogic700 とい う名前 ) 
common\templates\domains にあ り ます。 以下の表に、 簡単な説明を示します。 

注意 : あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ンされたテンプレートの使用可能な リ ス
トは、 インス トールされる  WebLogic Platform によって異な り ます。 テ
ンプレートの詳細については、 次の URL の 『コンフ ィ グレーシ ョ ン  
ウ ィザード  テンプレー ト  リ ファレンス』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/template/
index.html

WebLogic Platform 
コンポーネント

テンプレート名 説明

WebLogic Platform 
(すべてのコンポーネント
がインス トールされる )

Platform Domain このド メ イン  テンプレートには、 すべての 
WebLogic Platform コンポーネント を使用してアプリ
ケーショ ンを開発するためのスケルトンが存在する。 

WebLogic Server WLS Domain このテンプレートは、 サンプル アプリ ケーシ ョ ン
をド メ インのサーバ上にインス トールせずに、 基本

的な WebLogic Server ド メ インを作成する。

WebLogic Server WLS Petstore このテンプレートは、 Pet Store サンプル ド メ イン
に対応した WebLogic Server ド メ インを作成する。
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウィザードについて
WebLogic Server WLS Examples このテンプレートは、WebLogic Server Examples ド
メ インに対応した WebLogic Server ド メ インを作成
する。

WebLogic Server WebLogic 
Workshop

WebLogic Workshop ソ リ ューシ ョ ンを開発する場
合は、 このド メ イン  テンプレート を使用する。 

WebLogic Integration BPM Domain ビジネス  プロセス管理のソ リ ューシ ョ ンを開発す
る場合は、 このド メ イン  テンプレート を使用する。
ビジネス  プロセス管理 (business process 
management: BPM) およびデータ統合に関連付けら
れた WebLogic Integration の機能は、 このド メ イン
内でサポート される。

WebLogic Integration EAI Domain エンタープライズ アプ リケーシ ョ ンの統合ソ
リ ューシ ョ ンを開発する場合は、 このド メ イン  テ
ンプレート を使用する。 BPM、 アプ リ ケーシ ョ ン
統合、 およびデータ統合に関連付けられた  
WebLogic Integration 機能は、 このド メ イン内でサ
ポート される。

WebLogic Integration WLI Domain WebLogic Integration 機能のすべてを利用したソ
リ ューシ ョ ンを開発する場合は、 このド メ イン  テ
ンプレート を使用する。 アプ リケーシ ョ ン統合、

データ統合、 BPM、 B2B 統合に関連付けられた 
WebLogic Integration 機能は、 このド メ イン内でサ
ポート される。

WebLogic Portal WLP Domain WebLogic Portal ソ リ ューシ ョ ンを開発する場合は、
このド メ イン テンプレート を使用する。 

WebLogic Platform 
コンポーネント

テンプレート名 説明
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WebLogic ド メ イン作成前の作業
ド メインのコンフ ィグレーションの決定

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードには、 ド メ インに作成するサーバの数およ
びレイアウ ト を記述するためのオプシ ョ ンがあ り ます。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] 
ウ ィザードのド メ イン オプシ ョ ンは、 1-2 ページの 「ド メ インの一般的なタイ
プ」 で記述されたド メ イン タイプの一覧に対応し、 次のとおりです。

� Single Server (Standalone Server): このオプシ ョ ンは、 管理サーバと、 アプ
リ ケーシ ョ ンをホス トするサーバの 2 つの役割を果たすサーバが 1 つだけの
ド メ インを作成します。 このタイプのド メ インは、 プロダクシ ョ ン環境では

なく、 開発またはテス ト用に使用します。 このタイプのド メ インの作成方法

については、 2-10 ページの 「シングルサーバ ド メ インの作成」 を参照して
ください。

� Admin Server with Managed Server(s): このオプシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ
ンをホス トする  1 つ以上の管理対象サーバと、 これとは別の管理専用サーバ
を持つド メ インを作成します。 このタイプのド メ インの作成方法について

は、 2-4 ページの 「管理サーバおよび管理対象サーバを持つド メ インの作成」

を参照して ください。

� Admin Server with Clustered Managed Server(s): このオプシ ョ ンは、 管理
対象サーバのク ラスタ と、 これとは別の管理専用サーバを持つド メ インを作

成します。 このタイプのド メ インの作成方法については、 2-7 ページの 「管

理サーバおよびク ラスタを持つド メ インの作成」 を参照して ください。

注意 : ク ラスタの詳細については、次の URL の 『WebLogic Server ク ラスタ  
ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/index.html

� Managed Server (with owning Admin Server configuration): このオプシ ョ
ンを指定する場合は、 新しいド メ インは作成されません。 代わりに、 新しい

管理対象サーバが作成され、 既存の WebLogic Server ド メ インが拡張されま
す。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで、 管理対象サーバを接続する既
存の管理サーバを指定します。 詳細については、 2-12 ページの 「既存の 
WebLogic ド メ インの拡張」 を参照して ください。

注意 : ド メ インのノード  マネージャをコンフ ィグレーシ ョ ンするなど、 管
理対象サーバに対してこれ以外の作業もあ り ます。 この作業は、

WebLogic Administration Console を使用して行います。 WebLogic 
Administration Console の使用方法の詳細については、 次の URL の
『WebLogic Server ド メ イン管理』 を参照して ください。
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウィザードについて
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin_domain/
index.html

ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンに必要な条件を決定したら、 管理サーバおよび

管理対象サーバのサーバ名、 ポート 、 IP アドレスなど、 コンフ ィグレーシ ョ ン
に必要な情報を決定するための手順を確認します。

サーバ名およびリスン アドレスの決定

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードでは、 作成するサーバ インスタンスごとに
名前を割り当て、 リ スン アド レスを識別するよ う求められます。 以下の節では、
サーバ名およびリ スン  アドレスの設定に関する重要な考慮事項について説明し
ます。

サーバ名に関する考慮事項

WebLogic 環境では、 サーバが属している ド メ インやク ラスタ、 およびそのサー
バが管理サーバであるか管理対象サーバであるかに関係な く、 サーバ インスタ
ンスごとに一意の名前を割り当てる必要があ り ます。  

リスン アドレスに関する考慮事項

次の表は、 リ スン アドレス値の設定に関する重要な考慮事項を示しています。

リスン アドレスの
設定値

条件と注意事項

IP アドレスまたは 
DNS 名

� サーバ インス タンスに接続するには、 プロセスで IP 
アドレスまたは DNS 名を指定する必要がある。

� ク ライアン トで localhost を指定する と接続できない。

� localhost を使用している既存のプロセスを、 サー
バ インス タンスに接続するよ う更新する必要がある。
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新しいド メ イン作成の手順
新しいド メイン作成の手順

次の手順を参考にして、 新しい  WebLogic ド メ インを作成して ください。

localhost � サーバ インスタンスに接続するには、 プロセスで 
localhost を指定する必要がある。

� サーバ インスタンス  (ローカル プロセス ) のホス ト  マ
シンに常駐するプロセスだけが、 そのサーバ インス
タンスに接続できる。 

� リモート  ( ローカル以外の ) プロセスは、 サーバ イン
スタンスに接続できない。 

未定義または空白 
( “” )

� サーバ インスタンスに接続するには、 プロセスで IP 
アドレス、 DNS 名、 または localhost を指定できる。

� localhost を指定するプロセスは、 そのサーバ イン
スタンスのホス ト  マシンに常駐している必要がある。

� サーバ インスタンスが localhost と してアクセス さ
れる必要があ り  (localhost に接続する管理スク リプ
トが存在する場合など )、 リモート  プロセスから もア
クセス可能にする場合は、 リ スン アドレスを空白に
する。

注意 : WebLogic サーバをマルチホームの Windows NT 
マシンで実行する場合は、 リ スン  アドレス値を
未定義または空白のままにしないでください ( マ
ルチホーム  マシンは、 複数の IP アドレスでコン
フ ィグレーシ ョ ンされています )。 未定義または
空白のままにしておく と、 マシンの IP アドレス
ごとにポートが予約およびリ スンされます。 その

ため、 他のサーバがそのマシンの同じポート を使

用できな くな り ます。

リスン アドレスの
設定値

条件と注意事項
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1 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウィザードについて
作業 参照先

1. WebLogic Platform を
インス トールする。

次の URL の 『WebLogic Platform のインス トール』

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/
docs70/install/index.html

2. ド メ インのコンフ ィ

グレーシ ョ ン必要条

件を確定する。

1-6 ページの 「WebLogic ド メ イン作成前の作業」

3. 新しいド メ インを作
成するための [ コン
フ ィグレーシ ョ ン ] 
ウ ィザードを開始

する。

2-1 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの
開始」

4. 新しいド メ インを作
成する。

2-1 ページの 「新しい WebLogic ド メ インの作成」

5. ネッ ト ワーク接続、
ノード  マネージャ、
データベース接続

プール、 ク ラスタな

ど、 オプシ ョ ンのド

メ イン定義を設定

する。

注意 : このオプシ ョ ン

の設定は、 必要

なド メ インに

よって変わり

ます。

次の URL の 『WebLogic Server ド メ イン管理』

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70
/admin_domain/index.html

および

次の URL の 『WebLogic Server ク ラ スタ  ユーザーズ ガ
イ ド』

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70
/cluster/index.html
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新しいド メ イン作成の手順
6. データベースをコン
フ ィグレーシ ョ ンす

るための WebLogic 
Integration データ
ベース  リ ポジ ト リ を
初期化する。

注意 : この操作は、 ド

メ インが 
WebLogic 
Integration の機
能をサポート し

ている と きにの

み必要です。 

次の URL の 『WebLogic Integration の起動、停止および
カスタマイズ』

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70
/config/index.htm

7. WebLogic Server を
起動する。

次の URL にある 『BEA WebLogic Server 管理者ガイ ド』
の 「WebLogic Server の起動と停止」
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70
/adminguide/startstop.html

作業 参照先
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2 新しい WebLogic ド メインの作成

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードに従って操作する と、 新しいド メ インをコ

ンフ ィグレーシ ョ ンできます。 この際に必要な情報は、 コンフ ィグレーシ ョ ンす
る ド メ インのタイプによって異な り ます。 1-1 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン  
ウ ィザードについて」 に記載された作業を終了している場合は、 [ コンフ ィグ

レーシ ョ ン ] ウ ィザードを  GUI モードまたはコンソール モードで実行し、 ド メ

インのディ レク ト リ構造を確認できます。

この節では、 次の ト ピッ クについて説明します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの開始

� 管理サーバおよび管理対象サーバを持つド メ インの作成

� 管理サーバおよびク ラスタを持つド メ インの作成

� シングルサーバ ド メ インの作成

� 既存の WebLogic ド メ インの拡張

コンフ ィグレーション ウィザードの開始

WebLogic Platform インス トール プログラムには、ユーザがカスタム インス トー

ルを行う場合に、 自動的に [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始する機能

があ り ます。 また、 WebLogic Server のインス トール後には、 いつでも、 GUI ま
たはコンソール ( コマンド ライン ) インタフェースを使用して、 [ コンフ ィグ

レーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始できます。
コンフ ィグレーシ ョ ン ウィザードの使い方 2-1



2 新しい WebLogic ド メ インの作成
GUI モードで開始

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを GUI モードで実行する と、Windows およ

び UNIX システム ( サポート しているもののみ ) で使用可能なコンフ ィグレー

シ ョ ン ウ ィザード  プログラムが、 グラフ ィ ッ ク環境で実行されます

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを GUI モードで実行するには、 WebLogic 
Platform をインス トールするマシンのコンソールが、 Java ベースの GUI をサ
ポート している必要があ り ます。 Windows システム用コンソールは、 すべて  
Java ベースの GUI をサポート していますが、 UNIX システム用のコンソールに

は、 Java ベースの GUI をサポート していないものがあ り ます。

注意 : グラフ ィ ッ ク表示をサポート していないシステム上で [ コンフ ィグレー

シ ョ ン ] ウ ィザードを GUI モードで開始し よ う とする と、 [ コンフ ィ グ

レーシ ョ ン ] ウ ィザードは自動的にコンソール モードで開始されます。

Windows プラ ッ ト フォーム上で [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを  GUI 
モードで開始するには、 Windows の [ スター ト ] メニューから  BEA プログラム 
グループを選択し、 [Domain コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザード ] オプシ ョ ンを選

択します。

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform7.0 ｜ Domain 
Configuration Wizard]

UNIX プラ ッ ト フォーム上で [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを  GUI モード

で開始するには ( または、 Windows コマンド  プロンプ ト で開始するには )、 次の

手順に従って ください。

1. 目的の Windows または UNIX システムにログインします。

2. コマンド ラ イン シェルを開きます。

3. WebLogic Platform をインス トールしたディ レ ク ト リにある  /common/bin サ
ブディ レ ク ト リに移動します。 例 :

cd c:/bea/weblogic700/common/bin

4. dmwiz.cmd または dmwiz.sh スク リプ ト を起動し、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] 
ウ ィザードを開始します。

dmwiz.cmd
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コンソール モードで開始

[ コンフィ グレーショ ン ] ウィ ザード をコンソール モードで実行すると 、Windows 
および UNIX システム  ( サポート しているもののみ ) で使用可能なコンフィ グレー
ショ ン  ウィ ザード  プログラムが、 テキスト ベース環境で実行されます。

注意 : グラフ ィ ッ ク表示をサポート していないシステム上で [ コンフ ィ グレー

シ ョ ン ] ウ ィザードを  GUI モードで開始しよ う とする と、 [ コンフ ィグ

レーシ ョ ン ] ウ ィザードは自動的にコンソール モードでインス トールを

開始します。

コンソール モードで [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始するには、 次の

手順に従ってください。

1. 目的の Windows または UNIX システムにログインします。

2. コマンド ライン シェルを開きます。

3. WebLogic Platform をインス トールしたディ レク ト リにある  \common\bin サ
ブディ レク ト リに移動します。 例 :

cd c:\bea\weblogic700\common\bin

4. dmwiz.cmd または dmwiz.sh スク リプ ト を起動し、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] 
ウ ィザードを開始します。

dmwiz.sh -mode=console

5. 新しいド メ インを作成するサーバを決めます。 コンソール モードで、 [ コン
フ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを使用して新しいド メ インを作成するには、

各セクシ ョ ンの入力箇所で目的の番号を入力するか、 デフォル ト の値を使用
する場合は 〔Enter〕 を押します。 → は、 デフォル ト の値を表します。 [ コン
フ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを終了するには、 任意の入力箇所に  exit を
入力します。 選択の確認または変更を行うには、 入力箇所で previous を入
力します。
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管理サーバおよび管理対象サーバを持つ

ド メインの作成

WebLogic ド メ インを、 管理対象サーバを持つ管理サーバと して実行する と、 複

数のサーバが存在する非ク ラスタ環境で実行するこ とにな り ます。 この場合、 ド
メ インには 1 つの管理サーバと、 これ以外の少なく と も  1 つの管理対象サーバが

あ り ます。 

注意 : 管理対象サーバには、 WebLogic Server のインスタンスをインス トール

し、 ド メ インの一部とするために、 さ らにコンフ ィグレーシ ョ ンする必
要があ り ます。 管理対象サーバの詳細については、 BEA WebLogic 
Server のマニュアルおよび 2-12 ページの 「既存の WebLogic ド メ インの

拡張」 を参照して ください。

1 つ以上の管理対象サーバおよびスタンドアロンの管理サーバを持つ新しいド メ

インを作成するには、 次の手順に従って ください。

1. 2-1 ページの 「コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードの開始」 に記載された手順

に従って、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始します。 以降の手順

は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを GUI モードで実行している と仮

定して説明されています。

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インのタイプと名前を選択 ] 
画面が表示されます。

2. 次のアクシ ョ ンを実行します。

� テンプレートの選択 : 一覧から ド メ インのテンプレー ト を選択します。 詳

細については、 1-7 ページの 「使用するコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザー

ド  テンプレートの決定」 を参照して ください。

� 名前 : ド メ イン名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダース

コア (_) も使用できます。 このフ ィールドの最大長は、 100 文字です。 ス

ペースは使用しないでください。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザード

は、 入力された名前を使用して、 新しいド メ インのサブディ レ ク ト リ を
作成します。

3. [Next] ボタンをク リ ッ ク して、 [ サーバ タイプを選択 ] 画面に進みます。
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4. [Admin Server with Managed Server] オプシ ョ ンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク

します。 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インの場所を選択 ] 
画面が表示されます。

5. カスタム ド メ インを保存する ト ップレベルのディ レ ク ト リ を入力するか、

[Browse] ボタンを使用してディ レク ト リ を選択します。 ド メ イン  ディ レク ト

リは、 マシン上の有効な任意のディ レ ク ト リ を指定できます。 [Next] をク

リ ッ ク して、 [ 管理サーバで管理対象サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] に移動
します。 

6. ド メ インに新しい管理対象サーバを追加するには、 [Add] をク リ ッ ク し、

[ サーバを追加 ] ダイアログ ボッ クスの次のフ ィールドを記入します。

� サーバ名 : サーバ名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダー

スコア (_) も使用できます。 スペースは使用できません。

� リ スン アドレス : サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

� リ スン ポート : リ スン ポートの番号を入力します。範囲は、 1 から  65535 
です。

注意 : サーバ名およびリ スン  アド レスを設定する と きの考慮事項を確認す

るには、 1-10 ページの 「サーバ名およびリ スン アドレスの決定」 を

参照して ください。

7. [ サーバを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [Add] をク リ ッ ク して新しい管理対

象サーバを追加し、 [ 管理サーバで管理対象サーバのコンフ ィ グレーシ ョ ン ] 
画面に戻り ます。

注意 : 間違えたため、 追加したサーバを編集または削除したい場合は、 サー
バ名を選択し、 [Edit] または [Delete] ボタンをク リ ッ ク します。

8. 手順 6 を繰り返して管理対象サーバを追加するか、 [Next] をク リ ッ ク して  
[Configure Admin Server] 画面に移動します。

9. [ スタンドアロン / 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] 画面のフ ィールドを

入力します。

� サーバ名 : サーバ名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダー

スコア (_) も使用できます。 スペースは使用できません。

� サーバ リ スン アドレス : サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力しま

す。
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注意 : サーバ名およびリ スン  アドレスを設定する と きの考慮事項を確認す

るには、 1-10 ページの 「サーバ名およびリ スン  アドレスの決定」 を

参照して ください。

� サーバ リ スン ポート : リ スン ポートの番号を入力します。 範囲は、 1 か
ら  65535 です。 デフォル トのポート番号は 7001 です。

� サーバ SSL リ スン ポート : セキュ リ テ ィ  コンフ ィグレーシ ョ ンの  SSL 
リ スン ポート番号を入力します。 範囲は、 1 から  65535 です。 デフォル

ト のポート番号は 7002 です。

10. [Next] をク リ ッ ク し、 [ 管理ユーザを作成 ] 画面に移動します。

11. コンフ ィグレーシ ョ ンした管理サーバを起動および接続するために必要な
ユーザ名とパスワードを入力します。 パスワードは、 8 文字以上にします。

[Next] をク リ ッ ク します。

12. ビジネス プロセス管理機能を持つド メ インの場合は、 電子メール アド レス

および電子メール ホス ト名を入力し、 ワークフロー インスタンスから電子

メールを送信できるよ うに WebLogic Integration を有効にします。

13. Windows システムの場合は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで、 ド メ

インを  Windows サービス と してインス トールします。 これによって、

Windows システムが起動されるたびに、 WebLogic Server のサービスが使用

できるよ うにな り ます。 このオプシ ョ ンを設定するには、 Administrator 権限
が必要です。 beaSvc および DomainName_ServerName は、 サービス名です。

注意 : この設定は、 WebLogic Server テンプレートおよびド メ インに適用さ

れます。 サーバを  Windows サービス と してインス トールするには、

Administrator 権限が必要です。 詳細については、 次の URL にある

『BEA WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「WebLogic Server の起動と

停止」 の 「WebLogic Server の Windows サービス と しての設定」 を参

照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/
startstop.html

14. Windows システムの場合は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで、
Windows の [ スタート ] メニューにド メ インをインス トールします。 [ スター
ト ] メニューにサーバの起動スク リプト を追加するには、 [Yes] を選択します。
[Next] をク リ ッ ク し、 [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] 画面に移動します。
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15. [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] 画面で、 新しいド メ イン とサーバのコンフ ィ

グレーシ ョ ンを確認します。 [Create] をク リ ッ ク し、 指定したサーバを含む

新しいド メ インを作成します。 設定を変更する場合は、 [Back] ボタンをク

リ ッ ク して目的の画面まで戻り ます。

管理サーバおよびクラスタを持つド メイン

の作成

WebLogic ド メ インを、 ク ラスタ化された管理対象サーバを持つ管理サーバと し

て実行する場合は、 管理サーバおよび管理対象サーバのク ラスタが存在する ク ラ
スタ環境で実行するこ とにな り ます。 

注意 : 管理対象サーバには WebLogic Server が必要です。 また、 ド メ インの一

部と してコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 管理対象サーバの
詳細については、 BEA WebLogic Server のマニュアルおよび 2-12 ページ

の 「既存の WebLogic ド メ インの拡張」 を参照して ください。

管理対象サーバのク ラスタおよびスタンドアロンの管理サーバを持つ新しいド メ
インを作成するには、 次の手順に従ってください。

1. 2-1 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの開始」 に記載された手順

に従って、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始します。 以降の手順

は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを  GUI モードで実行している と仮

定して説明されています。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インのタイプと名前を選択 ] 
画面が表示されます。

2. 次のアクシ ョ ンを実行します。

� テンプレートの選択 : 一覧から ド メ インのテンプレート を選択します。 詳

細については、 1-7 ページの 「使用するコンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザー

ド  テンプレー トの決定」 を参照して ください。

� 名前 : ド メ イン名を英数字で入力します。 スペースは使用できません。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 入力された名前を使用して、 新

しいド メ インのサブディ レク ト リ を作成します。

3. [Next] ボタンをク リ ッ ク して、 [ サーバ タイプを選択 ] 画面に進みます。
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4. [Admin Server with Clustered Managed Server] オプシ ョ ンを選択し、 [Next] を
ク リ ッ ク します。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インの場所

を選択 ] 画面が表示されます。

5. カスタム ド メ インを保存する ト ップレベルのディ レク ト リ を入力するか、

[Browse] ボタンを使用してディ レ ク ト リ を選択します。 ド メ イン  ディ レク ト

リは、 マシン上の有効な任意のディ レク ト リ を指定できます。 [Next] をク

リ ッ ク し、 [ ク ラスタ化サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] 画面に移動します。

6. ド メ インに新しい管理対象サーバを追加するには、 [Add] をク リ ッ ク し、

[ サーバを追加 ] ダイアログ ボッ クスの次のフ ィールドを記入します。

� サーバ名 : サーバ名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダー

スコア (_) も使用できます。 スペースは使用できません。

� リ スン アドレス : サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

注意 : サーバ名およびリ スン  アドレスを設定する と きの考慮事項を確認す

るには、 1-10 ページの 「サーバ名およびリ スン  アドレスの決定」 を

参照して ください。

� リ スン ポート : リ スン ポートの番号を入力します。範囲は、 1 から  65535 
です。

� サーバ SSL リ スン ポート : セキュ リ テ ィ  コンフ ィグレーシ ョ ンの  SSL 
リ スン ポート番号を入力します。 範囲は、 1 から  65535 です。

7. [ サーバを追加 ] ダイアログ ボッ クスの [Add] をク リ ッ ク して新しい管理対

象サーバを追加し、 [ 管理サーバで管理対象サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] 
画面に戻り ます。

注意 : 間違えたため、 追加したサーバを編集または削除したい場合は、 サー
バ名を選択し、 [Edit] または [Delete] ボタンをク リ ッ ク します。

8. 手順 6 を繰り返して管理対象サーバを追加するか、 [Next] をク リ ッ ク して 
[ ク ラスタのコンフ ィ グレーシ ョ ン ] 画面に移動します。

9. [ ク ラスタのコンフ ィ グレーシ ョ ン ] 画面で、 次の情報を入力します。

� ク ラスタ名 : 各ク ラスタ名を英数字で入力します。 スペースは使用できま

せん。 デフォル ト値は mycluster です。

� ク ラスタ マルチキャス ト  アドレス : ク ラスタのマルチキャス ト  アドレス

を入力します。 アドレスは、 237.xx.xx.xxxx、 238.xx.xx.xxxx、 または 
239.xx.xx.xxxx のいずれかで始ま り ます。
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� クラスタ マルチキャス ト  ポート : マルチキャス ト  ポートの番号を入力し

ます。 番号の範囲は、 1 から  65535 です。

� クラスタ アドレス : ク ラスタに接続するためにク ライアン トが使用するア

ドレスを入力します。 プロダクシ ョ ン と して使用する場合は、 ク ラスタ
で管理対象サーバの IP アドレスをマップする  DNS 名を入力します。 テ

ス ト または開発環境では、 管理対象サーバに割り当てられた IP アドレス

およびポート を、 カンマで区切った一覧を使用します ( これはデフォル ト

のエン ト リです )。

10. [Next] をク リ ッ ク し、 [ スタンドアロン / 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ

ン ] 画面に移動します。

11. [ スタンドアロン / 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] 画面のフ ィールドを

入力します。

� サーバ名 : サーバ名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダー

スコア (_) も使用できます。 スペースは使用できません。

� サーバ リ スン アドレス : サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力しま

す。

注意 : サーバ名およびリ スン  アド レスを設定する と きの考慮事項を確認す

るには、 1-10 ページの 「サーバ名およびリ スン アドレスの決定」 を

参照して ください。

� サーバ リ スン ポート : リ スン ポートの番号を入力します。 範囲は、 1 か
ら  65535 です。 デフォル ト のポート番号は 7001 です。

� サーバ SSL リ スン ポート : セキュ リテ ィ  コンフ ィ グレーシ ョ ンの SSL 
リ スン ポート番号を入力します。 範囲は、 1 から  65535 です。 デフォル

トのポート番号は 7002 です。

12. [Next] をク リ ッ ク し、 [ 管理ユーザを作成 ] 画面に移動します。

13. コンフ ィグレーシ ョ ンした管理サーバを起動および接続するために必要な
ユーザ名とパスワードを入力します。 パスワードは、 8 文字以上にします。

[Next] をク リ ッ ク します。

14. ビジネス  プロセス管理機能を持つド メ インの場合は、 電子メール アドレス

および電子メール ホス ト名を入力し、 ワークフロー インスタンスから電子

メールを送信できるよ うに WebLogic Integration を有効にします。
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15. Windows システムの場合は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで、

Windows の [ スタート ] メニューにド メ インをインス トールします。 [ ス
ター ト ] メニューにサーバの起動スク リプ ト を追加する場合は、 [Yes] を選択

します。 [Next] をク リ ッ ク し、 [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] 画面に移動し

ます。

16. [ コンフ ィ グレーシ ョ ンの概要 ] 画面で、 新しいド メ イン とサーバのコンフ ィ

グレーシ ョ ンを確認します。 [Create] をク リ ッ ク し、 指定したサーバを含む

新しいド メ インを作成します。 設定を変更する場合は、 [Back] ボタンをク

リ ッ ク して目的の画面まで戻り ます。

シングルサーバ ド メインの作成

WebLogic をシングル サーバと して実行する と、 サーバ インスタンスは、 管理

サーバと管理対象サーバの両方の役割を果たします。 このコンフ ィグレーシ ョ ン
では、 シングル サーバ インスタンスのため、 フェイルオーバ機能はあ り ません。 

管理サーバとアプ リケーシ ョ ン ホス ト  サーバの役割を果たすシングル 
WebLogic Server インスタンスを持つ新しいド メ インを作成するには、 次の手順

に従って ください。

1. 2-1 ページの 「コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードの開始」 に記載された手順

に従って、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始します。 以降の手順

は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを GUI モードで実行している と仮

定して説明されています。

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インのタイプと名前を選択 ] 
画面が表示されます。

2. 次のアクシ ョ ンを実行します。

� テンプレートの選択 : 一覧から ド メ インのテンプレー ト を選択します。 詳

細については、 1-7 ページの 「使用するコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザー

ド  テンプレートの決定」 を参照して ください。

� 名前 : ド メ イン名を英数字で入力します。 スペースは使用できません。

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 入力された名前を使用して、 新

しいド メ インのサブディ レク ト リ を作成します。

3. [Next] ボタンをク リ ッ ク して、 [ サーバ タイプを選択 ] 画面に進みます。
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4. [Single Server (Standalone Server)] オプシ ョ ンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク し

ます。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インの場所を選択 ] 画
面が表示されます。

5. カスタム ド メ インを保存する ト ップレベルのディ レ ク ト リ を入力するか、

[Browse] ボタンを使用してディ レク ト リ を選択します。 ド メ イン  ディ レク ト

リは、 マシン上の有効な任意のディ レ ク ト リ を指定できます。 [Next] をク

リ ッ ク し、 [Configure Single Server] 画面に移動します。

6. [ スタンドアロン / 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] 画面のフ ィールドを

入力します。

� サーバ名 : サーバ名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダー

スコア (_) も使用できます。 スペースは使用できません。

� サーバ リ スン アドレス : サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力しま

す。

注意 : サーバ名およびリ スン  アド レスを設定する と きの考慮事項を確認す

るには、 1-10 ページの 「サーバ名およびリ スン アドレスの決定」 を

参照して ください。

� サーバ リ スン ポート : リ スン ポートの番号を入力します。 番号の範囲

は、 1 から  65535 です。 デフォル ト のポート番号は 7001 です。

� サーバ SSL リ スン ポート : SSL リ スン ポートの番号を入力します。 番号

の範囲は、 1 から  65535 です。 デフォル トのポート番号は 7002 です。

7. [Next] をク リ ッ ク し、 [ 管理ユーザを作成 ] 画面に移動します。

8. コンフ ィグレーシ ョ ンしたサーバを起動および接続するために必要なユーザ
名とパスワードを入力します。 パスワードは、 8 文字以上にします。 [Next] 
をク リ ッ ク します。

9. ビジネス  プロセス管理機能を持つド メ インの場合は、 電子メール アドレス

および電子メール ホス ト名を入力し、 ワークフロー インスタンスから電子

メールを送信できるよ うに WebLogic Integration を有効にします。

10. Windows システムの場合は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで、

Windows の [ スター ト ] メニューにド メ インをインス トールします。 [ ス
ター ト ] メニューにサーバの起動スク リプ ト を追加する場合は、 [Yes] を選択

します。 [Next] をク リ ッ ク し、 [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] 画面に移動し

ます。
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11. [ コンフ ィ グレーシ ョ ンの概要 ] 画面で、 新しいド メ イン とサーバのコンフ ィ

グレーシ ョ ンを確認します。 [Create] をク リ ッ ク し、 指定したスタンドアロ

ン サーバを含む新しいド メ インを作成します。 設定を変更する場合は、

[Back] ボタンをク リ ッ ク して目的の画面まで戻り ます。

既存の WebLogic ド メインの拡張

管理サーバを含まないマシン上に、 管理対象サーバを持つド メ インを作成するに
は、 サーバ タイプと して [Managed Server (with owning Admin Server 
Configuration)] を選択します。 この操作によって、 管理対象サーバ上でサービス

を実行するために必要なド メ インのファ イルと スク リプ ト のほとんどがコピーさ
れます。

注意 : このコンフ ィグレーシ ョ ン  プロセスでは、 管理サーバから管理対象サー

バに、 config.xml はコピーされません。 ド メ インのディ レク ト リに、

スケルト ン XML フ ァ イル (config.xml) が生成されます。 管理対象サー

バは、 管理サーバから、 このド メ イン用 config.xml ファ イルを使用し

ます。

ド メ インを作成するオプシ ョ ンの 1 つと して、 ド メ インの管理サーバを必要とせ

ずに、 ド メ インの管理対象サーバをこのよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンする方法が
あ り ます。 

新しい管理対象サーバを追加して既存のド メ インを拡張するには、 次の手順に
従って ください。

1. 新しい管理対象サーバを実行するマシンにログインします。 このマシンは、
[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードが実行できるよ うに、 WebLogic Server 
インス トール フ ァ イルにアクセスできる必要があ り ます。

2. 2-1 ページの 「コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードの開始」 に記載された手順

に従って、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードを開始します。 以降の手順

は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードを GUI モードで実行している と仮

定して説明されています。

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド メ インのタイプと名前を選択 ] 
画面が表示されます。

3. 次のアクシ ョ ンを実行します。
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� テンプレートの選択 : 一覧から ド メ インのテンプレート を選択します。 詳

細については、 1-7 ページの 「使用するコンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザー

ド  テンプレー トの決定」 を参照して ください。

� 名前 : ド メ イン名を英数字で入力します。 スペースは使用できません。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードは、 入力された名前を使用して、 新

しいド メ インのサブディ レク ト リ を作成します。

4. [Next] ボタンをク リ ッ ク して、 [ サーバ タイプを選択 ] 画面に移動します。

5. [Managed Server (with owning Admin Server configuration)] オプシ ョ ンを選択

し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードに、 [ ド
メ インの場所を選択 ] 画面が表示されます。

6. 起動スク リプ トおよびデモ セキュ リテ ィ  フ ァ イルを保存する ト ップレベル

のディ レク ト リ を入力するか、 [Browse] ボタンを使用してディ レク ト リ を選

択します。 [Next] をク リ ッ ク し、 [ 管理サーバ接続のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] 
画面に移動します。

7. 新しいサーバが接続する リモー ト管理サーバについての情報を、 フ ィールド
に入力します。

� 管理サーバ名または IP: 管理サーバの名前と  IP アド レスを入力します。 

� 管理サーバ リ スン ポート : 管理サーバのリ スン  ポートの番号を入力しま

す。 範囲は、 1 から  65535 です。 デフォル ト のポート番号は 7001 です。

� 管理サーバ SSL リ スン ポート : SSL リ スン ポートの番号を入力します。

範囲は、 1 から  65535 です。 デフォル ト のポート番号は 7002 です。

� 管理対象サーバ名 : サーバのマシン名を入力します。

8. [Next] をク リ ッ ク し、 [ スタンドアロン / 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ

ン ] 画面に移動します。

9. [ スタンドアロン / 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン ] 画面のフ ィールドを

入力します。

� サーバ名 : サーバ名を英数字で入力します。 ハイフン  (-) およびアンダー

スコア (_) も使用できます。 スペースは使用できません。

� サーバ リ スン アドレス : サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力しま

す。
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注意 : サーバ名およびリ スン  アドレスを設定する と きの考慮事項を確認す

るには、 1-10 ページの 「サーバ名およびリ スン  アドレスの決定」 を

参照して ください。

� サーバ リ スン ポート : リ スン ポートの番号を入力します。 番号の範囲

は、 1 から  65535 です。 デフォル トのポート番号は 7001 です。

� サーバ SSL リ スン ポート : SSL リ スン ポートの番号を入力します。 番号

の範囲は、 1 から  65535 です。 デフォル ト のポート番号は 7002 です。

10. [Next] をク リ ッ ク し、 [ 管理ユーザを作成 ] 画面に移動します。

11. コンフ ィグレーシ ョ ンしたサーバを起動および接続するために必要なユーザ
名とパスワードを入力します。 パスワードは、 8 文字以上にします。 [Next] 
をク リ ッ ク します。

12. ビジネス プロセス管理機能を持つド メ インの場合は、 電子メール アド レス

および電子メール ホス ト名を入力し、 ワークフロー インスタンスから電子

メールを送信できるよ うに WebLogic Integration を有効にします。

13. Windows システムの場合は、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードで、

Windows の [ スタート ] メニューにド メ インをインス トールします。 [ ス
ター ト ] メニューにサーバの起動スク リプ ト を追加する場合は、 [Yes] を選択

します。 [Next] をク リ ッ ク し、 [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] 画面に移動し

ます。

14. [ コンフ ィ グレーシ ョ ンの概要 ] 画面で、 新しいド メ イン とサーバのコンフ ィ

グレーシ ョ ンを確認します。 [Create] をク リ ッ ク し、 指定したサーバを含む

新しいド メ インを作成します。 設定を変更する場合は、 [Back] ボタンをク

リ ッ ク して目的の画面まで戻り ます。
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